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論 文 内 容 の 要 旨 
１．研究の背景 
 インドネシアは世界最大の島嶼国であり、５つの主な宗教が混在する多文化多民族社会である。2005 年現在の人
口は約２億２千万人であり、2001 年の乳児死亡率（IMR）は 51（出生 1000 対）、妊産婦死亡率（MMR）は 373（出
生 10 万対）とアセアン諸国と比較しても高く、保健医療問題はインドネシアの大きな社会的課題である。 



























手帳が配布されて２年後の 2001 年、対照群で母子手帳の配布が始まって２年後にあたる 2003 年である。1999 年の
調査時に層別無作為抽出法により対象となる村を選定し、その後は３回とも同じ村において調査を行なった。対象は
５歳未満児をもつ母親であり、1999 年は 611 名、2001 年は 621 名、2003 年は 630 名の回答者を得た。 
 プレテストを行い、構造的質問紙調査票を作成した。データ収集を行なった４名のスーパーバイザーと 20 名の聞
取り調査者に対して、事前に３日間の講習を行なった。 




















































 西スマトラ州のパダン・バリアマン県を介入群、タナ・ダタール県を対照群として設定し、介入前の 1999 年、介
入群のみで母子健康手帳が配布されて２年後の 2001 年、対照群で母子健康手帳の配布が始まって２年後にあたる
2003 年の３回にわたる横断的調査を行なった。層別無作為抽出法により対象村を選定し、その後は３回とも同じ村
において調査を行なった。対象は５歳未満児をもつ母親であり、1999 年は 611 名、2001 年は 621 名、2003 年は 630
名の回答者を得た。 
 母子健康手帳の配布前には、わずか約 25％の母親が妊産婦カードを保持していたが、2003 年にはパダン・バリア
マン県では 92.3％、タナ・ダタール県では 85.8％の母親が母子健康手帳を持っていた。従来の妊産婦カードや小児用
カードに比較して、母子健康手帳の場合は、保健医療施設に持参する割合も高かった。 
 ロジスティック回帰分析では、母親の知識と母親の行動の間に相関がみられた。妊娠中の食事、適切な母乳哺育、
妊婦検診の早期受診、破傷風の予防接種、小児の予防接種、ビタミン A 投与などにおいて、母親の知識と保健医療行
動やサービス利用度の間で高い相関関係が見られた。これらの結果は、単に母子健康手帳を持っているといった受動
的な利用だけでは大きな行動変容を生じることはなく、手帳を読みよく理解するといった能動的な利用が行動変容と
関連していることを示唆している。 
 日本発の保健医療モデルとして、母子健康手帳が多くの国で開発普及が行なわれているが、その成果を母子保健サ
ービス受容の視点から解明した論文は世界的にもほとんど皆無に近い。本研究の独自性は国際的にも高く評価され、
母子保健分野での国際協力の発展に大きく寄与するものであり、博士号授与に値すると評価しうる。 
